
　

７
月
21
日
に
、
秋
田
県
市

町
村
会
館
で
開
催
さ
れ
た

「
新
過
疎
法
制
定
実
現
秋
田

県
大
会
」
に
、
仙
北
市
議
会

か
ら
佐
藤
議
長
を
は
じ
め
14

人
が
出
席
し
た
。

　

主
催
者
で
あ
る
佐
竹
知
事

や
総
務
省
の
過
疎
対
策
室
長

な
ど
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、
過
疎
市
町
村
の
現
状
報

告
と
し
て
、
鹿
角
市
長
と
民

間
代
表
八
峰
町
「
お
ら
ほ
の

館
」
館
長
か
ら
取
り
組
み
や

要
望
が
発
表
さ
れ
た
。

現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
」
は
、
来
年

３
月
末
を
も
っ
て
終
わ
る
。

し
か
し
過
疎
地
域
の
現
状
や

果
た
し
て
い
る
役
割
を
考
え

る
と
引
き
続
き
法
律
に
よ

り
、
総
合
的
な
対
策
が
必
要

で
あ
る
。
仙
北
市
の
場
合
、

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
建

設
事
業
に
つ
い
て
は
、
３
月

議
会
で
６
億
６
，
４
０
０
万

円
の
工
事
請
負
費
を
賛
成
多

数
で
議
決
し
て
い
る
。
そ
の

後
６
月
定
例
会
で
、
用
地
取

得
費
１
７
２
万
円
を
増
額

し
、
同
額
の
工
事
請
負
費
を

減
額
す
る
予
算
の
組
み
換
え

が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

て
い
る
。

　

７
月
13
日
に
議
会
全
員
協

議
会
、16
日
の
臨
時
議
会
で
、

そ
れ
ぞ
れ
「
バ
イ
オ
マ
ス
工

事
請
負
契
約
」
の
説
明
及
び

質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。
工
事

　

拙
家
の
北
方
５
百
メ
ー
ト
ル

程
の
所
に
￢
オ
ダ
ギ
ァ
」
と
言

わ
れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
こ

の
場
所
は
４
～
５
メ
ー
ト
ル
の

小
高
い
砂
利
山
が
続
い
て
い

て
、
小
学
校
低
学
年
の
頃
は
良

く
ス
キ
ー
に
通
っ
た
場
所
だ
。

　

こ
の
オ
ダ
ギ
ァ
の
由
来
を
水

利
関
係
者
か
ら
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
。
砂
利
山
は
水
路
を
掘
削

し
た
時
の
砂
利
捨
て
場
で
、
呼

び
名
は
￢
お
互
い
」
が
訛
っ
た

も
の
だ
と
い
う
。

　

四
ケ
村
堰
と
い
う
一
本
の
堰

が
、
桜
田
堰
と
二
ヶ
村
堰
の
２

本
の
堰
に
流
れ
る
水
量
を
分
け

る
構
造
物
は
一
切
な
く
、
少
し

大
き
め
の
石
が
数
個
置
い
て
あ

る
の
み
の
分
水
所
だ
っ
た
。

　

春
耕
期
の
水
の
大
切
さ
は
特

別
な
も
の
が
あ
る
し
、
時
に
は

水
争
い
と
い
う
事
に
も
な
り
兼

ね
な
い
。
し
か
し
そ
の
場
所
を

￢
お
互
い
」
と
呼
ん
で
、
一
本

の
堰
の
水
を
双
方
の
状
況
や
必

要
度
に
応
じ
て
、
お
互
い
に
融

通
し
合
い
な
が
ら
利
用
し
た
も

の
の
よ
う
だ
。

　

オ
ダ
ギ
ァ
の
小
さ
な
ス
キ
ー

場
は
農
地
整
備
や
道
路
改
良
に

よ
っ
て
無
く
な
っ
た
が
￢
お
互

い
」
と
い
う
考
え
方
は
地
域
で

も
地
方
自
治
体
で
も
大
切
に
し

た
い
も
の
だ
と
思
う
。

請
負
の
相
手
方
は
、
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
〔
企
画

競
争
〕に
よ
る
随
意
契
約
で
、

月
島
機
械
株
式
会
社
で
あ

る
。１
社
だ
け
に
よ
る
公
募
、

し
か
も
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

そ
の
も
の
に
論
議
が
集
中
し

た
。
結
論
が
出
ず
に
、
案
件

は
産
業
建
設
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
委
員
会
は
再
度
慎
重

審
議
を
期
す
る
た
め
、
全
会

一
致
で
「
継
続
審
議
」
と
し

た
。
産
業
建
設
委
員
会
の
審

議
を
経
て
、
再
び
臨
時
議
会

で
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

「
新
過
疎
法
制
定
実
現
」
を

求
め
、
県
大
会
に
出
席

〝
絆
を
さ
ら
に
深
め
る
〟

姉
妹
都
市
30
周
年

　

７
月
10
日
、
角
館
交
流
セ

ン
タ
ー
で
、
長
崎
県
大
村
市

と
仙
北
市
の
姉
妹
都
市
30

周
年
記
念
式
典
が
、
両
市
の

関
係
者
が
多
数
出
席
し
て
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

旧
角
館
町
と
大
村
市
が

姉
妹
都
市
提
携
を
し
た
こ

の
30
年
間
、
行
政
や
議
会
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
民
間
レ
ベ

ル
や
子
供
達
の
交
流
も
頻

繁
に
行
な
わ
れ
て
き
た
。

　

大
村
市
長
と
大
村
市
議

会
議
長
、
石
黒
仙
北
市
長
と

佐
藤
市
議
会
議
長
４
氏
は

壇
上
で
し
っ
か
り
と
手
を

バ
イ
オ
マ
ス
問
題 

委
員
会
で
継
続
審
議

西
木
町
が
過
疎
地
域

と
な
っ
て
い
る
が
、

新
過
疎
法
に
お
い
て

は
医
療
や
生
活
交
通

の
確
保
、
少
子
高
齢

化
対
策
、
生
活
環
境

の
維
持
な
ど
を
考
え

る
と
、
仙
北
市
全
域

を
対
象
と
す
る
取
組

み
が
必
要
と
思
う
。

結
び
、
先
人
の
ご
労
苦
を
た

た
え
る
と
と
も
に
、
今
後
も

さ
ら
に
両
市
の
絆
を
深
め

る
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。


